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バングラから帰国のＡＭＤＡ医師団訴え

赤
痢
な
ど
ま
ん
延

器
材
や
薬
品
不
足
も
深
刻

　
軍
事
政
権
の
圧
政
か
ら
逃
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
を
医
療
面
か
ら
救
済
す
る
た
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

医
療
活
動
に
当
た
っ
て
い
た
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
―
菅
波
茂
代
表
、
本
部
・
岡
山
市
傲
岸
、
菅
波
内
科
医

暁
内
＝
の
第
一
次
医
師
団
が
こ
の
ほ
ど
、
帰
国
。
同
医
師
団
は
「
難
民
の
衛
生
環
境
は
想
像
し
て
い
た
以
上
に
悪
い
。
早
急
な

救
済
が
必
要
」
と
実
情
を
訴
え
て
い
る
。

　
菅
波
内
科
医
院
の
津
曲
兼
司
ン
バ
ー
四
人
は
十
日
か
ら
二
十

副
院
長
（
ａ
式
）
ら
同
医
師
団
の
メ

ー
四
日
ま
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

滞
在
。
中
西
部
の
都
市
・
コ
ッ

ク
ス
バ
ザ
ー
ル
を
拠
点
に
、
南

東
部
の
ラ
ム
、
ウ
キ
ア
、
テ
ク

ナ
フ
の
三
地
区
に
点
在
す
る
十

二
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
キ
ャ
ン

プ
を
巡
回
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の
医
師
と

一
緒
に
各
キ
ャ
ン
プ
の
衛
生
環

境
、
疾
病
状
況
な
ど
を
調
査
す

る
と
と
も
に
、
臨
時
診
療
所
を

設
け
難
民
の
診
療
な
ど
行
っ

た
。

　
同
医
師
団
に
よ
る
と
、
各
キ

ャ
ン
プ
で
は
幼
い
子
供
を
抱
え

た
母
親
が
「
こ
の
子
を
診
て
ほ

し
い
」

・

と
医
師
団
を
取
り
囲
ん

だ
と
い
う
。
病
気
は
赤
痢
、
マ
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
医
療
活

　
動
に
当
た
る
津
曲
医
師
（
右

　
下
）
ら

ラ
リ
ア
な
ど
が
ま
ん
延
。
診
療

所
を
訪
れ
る
人
の
約
四
割
が
寄

生
虫
な
ど
で
下
痢
痙
状
を
訴
え

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
治
療

の
た
め
の
器
材
や
薬
品
の
不
足

も
深
刻
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
後
、
九
月
末
ま

で
に
、
医
師
団
を
三
回
に
分
け

て
派
遣
。
十
二
歳
未
満
の
子
供

を
中
心
に
、
衛
生
教
育
や
寄
生

虫
駆
除
を
行
つ
。
ま
た
コ
レ
ラ

な
ど
伝
染
鰐
が
発
生
し
た
場

合
、
国
連
機
関
な
ど
と
協
力
し
、

緊
急
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
活
動

す
る
。

　
津
曲
副
院
長
は
「
難
民
は
日

増
し
に
増
え
て
お
り
、
子
供

の
健
康
状
態
は
か
な
リ
悪
化

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
雨
期
に

入
り
衛
生
環
境
の
悪
化
が
さ

ら
に
心
配
さ
れ
る
」
’
と
話
し
て

い
る
。

　
同
医
師
団
は
三
十
日
、
菅
波

内
科
医
院
で
今
回
の
活
動
報
告

会
を
開
く
。
参
加
の
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

（
０
８
６
２
９
７
６
７
６
）
。

でいる。これから雨期に耐えられるのだろうか。
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